
  202２年度久留米市ものづくり支援事業 実用化支援型 株式会社オカモト商店

 久留米絣の素材感を活かしたステーショナリー群の開発 久留米市日吉町1２-1２

                                                                                                     tel.094２-３２-６５７９
【連携機関：福岡県工業技術センター化学繊維研究所】 https://okamotoshoten.co.jp/ 

◆事業の背景と目的

・株式会社オカモト商店は、高級婦人服を中心とした久留米絣製品の製造・販売を行う会社で、主な取引先は全国の百貨店

・昨今の百貨店の売上減少に伴い自社の売上も減少基調、販売チャンネルが多く、幅広い世代へアプローチできる商品の開発が急務

・一方、2017年にスタートした「文具女子博」（文具好きをターゲットにしたイベント）が活況であることから、幅広い支持層と販売チャン

ネルが見込めるステーショナリー群に着目、タブレットケースやPCバッグ等の電子機器類保護用小物を始めとした商品の開発を発案

・しかし、アパレル用の久留米絣は厚みがないため、ステーショナリー群へ活用するためには耐衝撃性付与と強度向上が課題

・久留米絣の持つ温かで親しみのある風合いと耐衝撃性及び強度を備えた久留米絣製ステーショナリーを開発して、新市場を開拓する

◆課題（本事業における開発のポイント）

①厚物生地の製織技術と厚物生地の縫製技術の確立

・厚物生地は11号帆布、縫目滑脱５ｍｍ以下、縫目強さは150Ｎ以上、つかみ手の取手強度は容量（ℓ）×10N以上を目標

・製織については糸の繊度やより数、織機の調製等を検討、縫製については導入した高機能ミシンを使用して条件を最適化、福岡県

工業技術センター化学繊維研究所において物性評価を実施

②ステーショナリー群に求められるデザインの検討

・従来の比較的年齢層の高いユーザーだけでなく、若い世代の嗜好にも対応可能なバリエーションとしたい

・久留米絣は様々な柄や色が存在しているため、久留米大学学生の協力を得て生地デザインを複数検討、

また、文具メーカーの協力を得て久留米絣の素材感や柄感を引き出す商品を検討

◆成果

①厚物生地の製織技術、縫製技術の最適化により従来にない屈強な生地と縫製物を作製

②ステーショナリー群（タブレットケース、ＰＣバッグ、卓上箱等）を試作して東京インターナショナル

ギフトショーへ出展、来場者へのアンケートで幅広い年齢層から生地やデザインについて高評価

❀担当コーディネーターからのコメント

 伝統工芸品の分野でも新たなチャレンジが必要な時代となっており、本事業では久留米絣の風合いを活かしながら新たな製品開発に

取り組まれました。織元さんとの連携により厚地生地の製織技術と縫製技術を確立され、アパレルのイメージが強い絣を日用品分野へ

展開することが可能となりました。久留米絣の新たなブランド構築の推進リーダーとしてのご活躍を期待します。

事業後インタビュー（株式会社オカモト商店 野口専務）

Ｑ久留米市ものづくり支援事業へ提案を決めた理由を教えて下さい
事前相談制度を利用して、当時自社で描いていたステーショナリー商品のアイディアや思いを
お話ししました。提案を具体化するためには開発に向けた技術課題を整理する必要がありまし
たが、目的実現のために必要な機能や技術、評価方法等についてコーディネーターとディスカッ
ションする中で、具体的な取組をイメージすることができるようになり提案に至りました。
Ｑ事業を活用した感想を聞かせてください
今回は、これまでの自社のものづくりノウハウと、新たなテクノロジーを組み合わせて久留米絣をより進化させるための取組
でしたので、伝統工芸品の世界ではこれまであまり実施してこなかった様々な「数値化」を福岡県工業技術センターさんに
指導をいただき実施しました。大変勉強にもなりましたし、それによりお客様への商品の説得力が増したと感じています。
今後も、様々な指標で生地を評価して、お客様にそれぞれの絣生地の特徴をわかりやすく伝えていけたらと思っています。
事業は期間が限られていますので、多忙な中でも目標を後回しにせず達成する機会としてとてもよかったと思います。
Ｑ事業で開発した製品の今後の展開（展望）について聞かせてください
久留米絣は、技術にも増して考え方やアイディアから生まれる工夫が積み重なって形成されてきた世界だと考えています。
季節や用途にあわせて糸の太さや種類、織り方を変えて全く違った質感やデザインを作り出したり、経糸と緯糸の色の組み
合わせも膨大にあり、「あんなこともできるんじゃないか、こんなこともできるんじゃないか」という工夫のDNAが現代まで繋
がってきました。今回開発した生地にはある意味「絣らしくない」「強さ」が加わっていますが、その新たな工夫が久留米絣ら
しさそのものだと思っています。結果、これまでにない商品のラインナップが実現し、お客様からも保形性やデザイン、使いや
すさにとても好評をいただいています。今後も、久留米絣の奥深さや伝統を尊重しつつ、新たな工夫に挑戦して、久留米絣
愛好者のすそ野を広げていく取り組みを続けていきたいと考えています。

202３年４月より「ＧＩＥＭＯＮ ＨＡＮＰＵ」として販売開始！ GIEMON HANPU
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